
北海道大学
One Healthフロンティア卓越大学院プログラム

One Health Allyコ ー ス

Stt!dent Free Design Activities報告書

Hokkaido University 
WISEProgr皿for
"One Health Frontier Graduate School of Excellence" 
One Health Ally Course 
Student Free Design Activities Report from 

Student Free Design Activities (One Health on-site Training) 

報告書 Report

報告者[Reporter]

氏名[Full Name] 

学年[Year]

所属[Affiliation]

担当教員[Instructor]

氏名[Full Name] 

署名[Signature]

所属[Affiliation]

E-mail

活動報告[Activity Report] 

池端麻里

Dl E-mail

感染症学教室

今内覚

口感染症学教室・教授

電話[Tel]     I 

※活動内容が判る様な写真や図表を加えて下さい。／ Provide photos, tables and figures that clearly show the activities during the period.

タイトル[Course Title]

実施期間[Periods]

共同実施者
[Other participants] 

[Language] 

実施場所[Location]

新規ダニ防除法の開発に向けたオウシマダニの唾液採取活動

2024/3/16- 3/27 

中村隼人

英語
CENTRO DE BIOTECNOLOGIA da UNIVERSIDADE FEDERAL DO RIO GRANDE 
DO SUL, Porto Alegre, Brazil 

申請時計画の実施報告[Report how you carried out your plan in the application form] 
リオグランデ・ド・スー ル連邦大学(UFRGS)は、 感染症と免疫学の分野で活躍している研究者が

数多く在籍する、 ラテンアメリカの中でもトップクラスの研究大学である。当該大学において、 マ ダニ
および抗マダニワクチン研究の第一 人者であるItabajara da Silva Vaz Junior (Ita)先生の研究室を訪問した。
本活動は7日間という短い期間ではあったが、 Ita先生をはじめ研究室の方々のご協力のもと、 概ね予定
通りに実施することができた。以下に活動内容を詳細に示す。

滞在期間中は毎日、 オウシマダニの唾液回収を行った。Ita先生の研究室では、 病原体フリーのオウシ
マダニ株が保有されているいるが、 このような研究室は世界でも珍しい。さらに、 オウシマダニを寄生
させるためだけの牛舎も所有しており、 マダニが生息していない地域から購入したウシをそこに導入し、
オウシマダニ株の継代を行っている。実際にその牛舎も見学させていただいた。オウシマダニの回収方法
は、 落下した飽血状態のオウシマダニを薬便等と共に水道水で洗い流し、 それらをバケツに回収後、 網の
上に広げ、 そこからオウシマダニのみを回収した。また、 ウシの体表を確認し、 飽血状態のオウシマ ダニ
については回収を行った。オウシ マ ダニ回収後はラボに戻り、 糞便等の汚れを水道水で洗い流し、
ペーパ ータオルで余分な水分を除去後、 オウシ マダニの口が上を向いた状態、 すなわち背面を下にした
状態でガラス板上の両面テープに固定した。このとき、 各マダニはある程度距離をあけて固定した。
オウシマダニの唾液回収方法は、まず粉末状のピロカルピンをPBSに懸濁し、5％ピロカルピン液を調整後、
左第4脚下方から体の中心部に向かってシリンジを注入し、 5％ピロカルピン液を投与した。このとき、
シリンジの先が対側に出ないように十分に注意した。投与量は5 µI/匹で行った。投与後、 比較的短時間で
唾液分泌が認められたものについては随時唾液を回収した。全オウシ マ ダニに5％ピロカルピン液を
投与後、 マダニを貼り付けているガラス板をタッパーに入れ、28°Cで静置した。このとき、 乾燥を防ぐ








